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Introduction

Shakespeareは 成長,躍進 し続けた作家であ り,最

初から最高傑作を書いたわけではない。青年作家の特

徴である未熟さ,荒削 り,気取 りと過剰な技巧使用と

語呂合わせの多さは Shakespeareと て例外ではなく,

その多くは形成過程で削られていったが残ったものは

後期の悲劇作品,特に【んg Lιαrの中で dramatic irony

として完成されたものとなる。

これまで初期喜劇の変化を中心に研究してきたが ,

本論文では習作期の作品 動ιibθ Gι″Jι
“
ιんげ確
“
んα

(以降 :五 Go y。 )を取 り上げ,そ こに見られる word_

playを 言語学 (linguistics)の 観点から大 きく4つ に

整理し,考察してみたい。この作品は開幕早々 (■ G。
y.I.i。 25-8参 照 )か ら Valentineと PrOteusの
“boOt"を 用いたウイットコンバット (wit combat)が

飛び交い,即座に wordplayの世界に引き込まれる。

I 音韻論 (phOnology)

音韻の遊びといえば punである。θ.ED.に よる
と punと いう言葉は 1600年頃最初に現れた。今日pun

と呼んでいるものは,Renaissanceの 修辞学者たちが

古代から装飾として認められた数多くのことばの言い

回しを細かく分けたものである。Aristotleが “The ef_

fect is produced even by jokes depending upon changes

of the letters in a word;… .",と 意見を述べているよ

うに,こ れは音中心のもので特に初期の喜劇ではあま

りに多く見られる技法である。以下の 3つ に分類し例

証する。

I口 i 異綴同音異義性 (homOphony)

異綴同音異義語は,発音は同じであるが綴り,さ ら

には意味が異なる語を指す。同音異義語の区別を図る

ため別の綴字を用いる現代の習慣は,Elizabeth時 代

にはあてはまらない。Shakespeareの作品の中で見 ら

れる良く知られたものには “hair_heiノ right―rite/sole― soul

/son― sun"があるが,本作品では次の例を挙げる。

Speed: Twenty to one,then,he is sλ ″p'd already,

And l have play'd the sλ θcP in losing hiln.

(■ G.y.Io i。 72-73)

この遊びは sheepを [∫ i:p]と 発音する現代において

は成立しない punで ある。θ.E.D。 によると当時 ,

sheepに おいては ship[∫ ip]と 同じく [∫ ip]と 発音

されていた。shipは vt。 で「乗船する」の意。sheep

は 1.羊 :羊皮,2.気の弱い人 ;臆病な人 ;愚 かな

人,3。 (the～ )信者の意味を持ち,こ こでは坪内逍

遥訳 (Speed:ぢ ゃ,十 が九つ,も う乗船 (シ ープ)

なすったでせう。/見失った手前は好い羊 (愚 者)

(シープ)で した。)か らも判断できる通り,1と 2を

意味している。これは会話ではなく同一人物の語りで

ある。speedと いう名前のごとく迅速でテンポ感のあ

る判 りやすいことば遊びである。

I.面  同綴同音異義性 (homOnymy)

同綴同音異義語 とは綴 り字 と発音は同じだが意味に

違いが生 じるものを指す。この場合,ほ とんどの辞書

には各語 は別 々の見 出 し語で記載 され る。Mahood

(2001)の計算 によると “dear"を 用いたこの種の遊

びは,shakespeareの ことば遊びリス トの最 も高い位

置を占める。本作品か らは “pound"を 使 った例 を挙

げることにする。

Proteus: Nay, in that you are astray, 'twere best

(1)′ο
““
ご yOu.

Speed: Nay,sir,less than a(2)′ θ
“
″ご shall serve

me for cttrying your letter.

Proteus:You mistake;I mean the(3)′ ο
““
ご,a pin―

fold.

Speed: From a(4)′ ο
“
″ご to a pin?Fold it over and

over,

'Tis threefold too little for carying a letter to your

lover.

(■ G.y.Io i。 101-06)



甲南女子大学大学院論集第 3号 文学・文化研究編 (2005年 3月 )

Proteusは ギリシャ神話に登場する変身に巧みな海の   とができ,■ G.y.も 例外ではない。
神の名前であり,その名の通り本作品中でもころころ    Juliao Some love of yours hath writ to you in rhyme。

変化 している。ここでは speedを 伴って単語 pOund    Lucetta.That l might sing it,madam,to a tune。

に展開を与える結果となっている。下線部 (1)か ら Clive me a“ο″θ; your ladyship can sθ ″.

(4)poundの綴 りは全て同 じであ り発音 も [paund]   Jdiao As httle by such toys as may be possible:

と同一である。意味に関して,(1)と (3)は v。 禁固 Best sing it to the tunc of`Light o' lLove。

にする (=pinfold)で あり,(2)と (4)は n。 金庫・    Lucettao lt is too heavy for so light a tune.

ポンド (英国通貨)であるという違いがある。この違     Juliao Hcavy?Belike it hath some b″ル
“
then?

いを利用 し,遊 びを成立させている。やはりPrOteus    Lucetta.Ay;and melodious were it,would you sing

の方が変化 (変身)に富んでいるのでこのウィットコ lt.

ンバットにはまだ続きがあるが,彼の勝利で幕を閉じ    Juha.And why not you?

習喜劇の伝統作家である Rたhard Shendanの 動ι RJ―    Juliao You do not?

ναJs(1775年 )中 のことばの誤用で有名な登場人物    Lucettao No,madam,'tis too sλ αψ。

Mrso Malapropに ちなんで命名されたことばである。     Juliao You,minion,are too saucy。

例え|ゴ Comparisonsと すべきところを間違えて “Ca―     Lucettao Nay,now you are tooβ α″;

ることになる。

I.面  音の類似性

(phonetic similarity/malapropism)

ここではことばの誤用 (mJapropiSm)に ついて取

り上げる。これは誤って使われた語が新語 と考えられ

独立 した語 となったものである。malapropismと は風

parisons don't become a woman."と 言ってしまうなど

がそうである。shakespeareは この作品より先にこの

Lucetta.I εα
““
θ″rθαελ sθ λ

`gλ

.

Julia.[taking the letter]Lct's sce yOur songo How

now,Πlinion?

Lucettao Kleep″
““
θ there sJliJJ: so you will sing it

out.

[Julia strikes her.]

And yet inethinks l do not like this″
““
θ。

And mar the concord with too harsh aグ θscα
“

″:

There wanteth but a′ ηθα
“
 to fill your song.

文中の意味 音楽用語

note 返事の手紙 メロデ ィ

書 く 合わせる

burdcn 荷物 拍子文句

cannot reach

so high

身分の高い方には手が
届かない

そんな高い音には
声が届かない

tune stiH 落ち着いた気分 静かな調べ

tune なさり方 調 べ

sharp やり方がひどし 半音高し

flat 平手打ち 半音低 く

descant のぼせ方 高音部

=moan私 のうめき声 テノール

bass/base 鬼ごっこ 低音

種の用法を用いている。■ G。 ソ.に見られるのは次の    Juliao The mean is drown'd with your unruly bα ss。

用例である。 Lucettao lndced l bid the bα sθ for Proteus.

Host: Now,my young guest,methinks you're αJJy‐                      (■ G.y.I.五 。79-98)
ελθク.I pray you,why is it?           Juliaは 本作品の冒頭から終わ りにかけて wordphyの

Julia:MaFy,minc host,becausc l cannot be mery.  頻度が 2倍 になっていることから考えても納得が行 く

(■ Go y.Ⅳ .五 。26-28)  が,音楽に関 してよく多義語を使 う。音楽に関 しては

melancholy(憂 鬱)と すべ き ところ を allycholy(陽   Ⅳ章で詳 しく述べることにし,こ こでは比較を容易に

気)と している。観客はそれを謝 りと分かるため,そ   するため,文 中の意味 と音楽用語の意味 とを表にまと
の誤用が笑いを引 き起こすことになる。だが本来の語   めてお くに留める。
よりも誤用の方が真意を伝えるという点では効果的で

あることも多い。この誤用した単語は Shakespearcの

新語としても扱われる。

Ⅱ Semantたs(意味論 )

ことばには辞書的意味,比喩的意味,慣用的意味

等, さまざまな意味が存在する。ここでは意味の多面

性を生かした用例に焦点をあてる。

Ⅲ口 i 多義性 (polysemy)

多義語はどの言語の歴史上のどの時代にも見出すこ
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Ⅱ.‖  文字通 りの意味 (literalism)

意味を考える場合,あ る単語の意味は,文字通 りの

意味 と発展的意味によって様々な違いが生 じる。以下

の例はこの違いを利用 した遊びである。

Speed: How now,Signor Launce!What news with

your“αs″θrsλ″?

Launce:With my“αs″r's sλ″?Why,it is at sea.

Speed: Wcll,your old vice still: nlistake the word。

What news,then,in your paper?

Launce: The black'st news that ever thou heard'st.

Speed: Why,rnan,how black?

Launcc: Why,as black as ink。

(■ Go y.Ⅲ o i.278-284)

Speedに “your old vice still:mistake the word."「 また

駄洒落か。あいもかわらず言葉をひねりやがって。」

と不平を言われているように道化 Launceは “master_

ship"と いう本来抽象語であったものを “master's

ship"(主 人の船)に 曲げる。Launccに ついては多く

の研究者がその役割について言及している。To M.Par―

rottに寄れば “Launce is a tme Clown,the irst and one

of the best of the noble company of Costard,Bottom, and

Dogbery."と あるように彼 は悪の道化の発展 した も

のである (■ G.y.Io i。 101-04参照)。 Shakespeare

は彼らを笑い者から高めて彼ら自身の特別な劇的役割

つまり無意識なユーモアの天分を与えている。

このことば遊びはのちに 7)グιJ/Jtt Nligん′(Ⅲ o i。 1-

10)の 中で形式を変え機能的発展を遂げ使用されてい

る。

Ⅲ MOrphology(形態論 )

英語の単語は,bookの ように意味のうえからそれ

以上分割できない 1つの構成要素からなる単純語と,

2つ以上の構成要素からなる合成語に分けられる。合

成語はさらに,unkindの ように単純語に接辞が付い

た派生語と,sch001bOyの ように 2つの単純語が統合

した複合語に分けられる。このような語の内部構造を

研究するのが形態論である。

今回はその中の wOrd― formation(語 形成)に ついて

論 じてみたい。これには,自 由形態素に接辞を付加し

たり,単純語を組み合わせたり,品詞を転換したり,

語の 1部 を省略したりするなどの方法がとられる。

Ⅲ.i 造語 (ne01ogis】ゴcoinage)
Shakespeareの造語は現代常用されているものが多

く,ま た多くの作家にも影響を与えた。ことばの魔術

師と言われている Lcwis Caroll(1832-1898)も 影響

を与えられた一人である。岡村 (1996)に よると■

G.y.の 中に見られる造語は全部で 36と 計算されて

いるが,こ こではそのうちの数伊1を観察する。

他の作品でも使用頻度の高いものには “blacで'(■

G.yo Ⅲ.i。 284)があり,現代でも使われるものに

“unrivalled"(■ G.y.v。 市。142)な どがあるが,そ

の他にも以下の例がある。

Speed: Why didst not tell lne sooner?

Pox of your Joッθ‐JθJJθrs!

(■ G.y.Ⅲ o i。 370)

これは「人を恋い慕う短い手紙」を意味する nOunの

例である。Valentineの 召使 Speedは 道化 Launceを 彼

の指示に対 しての反応が遅いこと,そ して Launceの

愛するひとからの手紙についての話をそらしたことで

ののしる。用語 “love― letter"(現在では通常ハイフン

なしで表記される)が Shakespeareの作品中出てくる

のはたった 2回 だけである。つまりあと 1つ は ルι

νιrり Иソθsげ W物法θrの 中 (M I WoⅡ oi。 1)に

しかない。Mistress Pageが Sir JOhn Falstaffか らの手

紙を受け取って驚く場面である :“ What,have l scap'd

Jθソθ―Jι′′ιrs in the holiday― time of my beauty, and am I

now a suttect fOr them?"

続 くnOunの 例 は “a small dog"を 意味す る

“puppy"で あり,θo E.D。 によると15世紀に最初に

記録されている。この単語は “doll,toy,"を 意味する

Middle French“ poup6e",に 由来する。そ して Latin

は “girl,doll"を 意味する “pupa"で あり,ま たこれ

に関連する Englishの単語は “pupil"と “puppet"で

ある。現代の “a young dog"を 意味する最初の用例
は■ G.y。 の中に見られる。Launceは 悲しそうに次

のように彼の大のことを話す。

Launce: one that l brought up of a′ ″′2y,・ ・。"

(■ G.y.Ⅳ .市 。2-3)

Shakespeareは また 動ιルψ ιs′ の中で も関連 した複

合語 を使用 している。Trinculoは calibanに 会って笑

いながら “at this′織pじ―headed monster"(ン .Ⅱ .五 .

154)と いう。この “puppy―headed"は “stupid"の 意

味である。

verbの例においては「形が変化する ;変化させる」

を意味する “metamorphoze"が ある。

Proteus: Thou,Julia,thou hast,η θ′α
“
θψ ttθ S'd ine,

Made me neglect my studies,lose my time,

(■ G.y.I.i.66-67)
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Proteusが Juliaに 対する愛について独り言をいう場面

で あ る。 こ こで の metamorphozeは
“
ι協_(“ among,

with, a■er")+“θψttθ (“ form")+“θ″
“
θψttθ∫Js(“ a

change or transformation")で構成されてお り,Greek

起源のことばである。この類義語 “metamorphose"は

また shakespeareの 初期の 15年 間までの作品に日付

をさかのぼる。verb形 はこの作品中で 2度以上表れ

る。召使い Speedが Valenincに次のように言う場面

である。

Speed: now you are′ πθ″α
“
OttpλOS'd

with a nlistress,that when 1 look on you,I

can hardly think you my master.

(■ Go yo Ⅱo i。 29-31)

Ⅳ Expres豆on(表現法 )

ここでは音韻論,意味論,形態論にあてはまりにく

いと考える wOrdplayを 表現法とし,取 り上げてみる。

ⅣD i 矛盾語法 (oxymorOn)

「一見互いに矛盾する二つの語句を結びつけること

によって,か えって強い効果をあげようとする表現

法」 (『現代英語学辞典』)と いう矛盾語法はこれから

後の Shakespeare作品でしばしば用いられることにな

る。その初期段階の本作品中では次のようである。

Julia: 0, know'st thou not his looks are my soul's

food?

Pity the dearth that l have pined in,

By longing for that food so long a tilne。

E)idst thou but know the inly thouch of love,

Thou wouldst as soon goたJ“グルFFe″ J″λ s“θソ

As scek to quench the fire of love with words。

(■ G。 ソ.Ⅱ .前。15-20)

下線部の “kindle ire with snow"(雪 で火を起こす)

という反意語表現は ire⇔ snOw(火 と雪)と いう相反

するものを弓|き 合いに出して Juliaの Proteusに 対す

る気持ちの劇的効果を高めている。この表現はのちに

A νJ法
“““
θr Мgttr'sD″α

“
の中で (MMDV。 1.

56-60)Theseusと Phi10strateの 会話の中でさらに発

展され使用されている。

Ⅳ.面  音楽用語でのあそび (harmOny)
音楽用語での遊びは多く,前述の章Ⅱ.i多義性の

中でも例示したように音楽用語を掛けて用いていた。

ルネッサンス期からバロック期にかけてのイギリス

文学・文化研究編 (2005年 3月 )

は,文化の花が開き,音楽が市民層まで浸透していた

時代だった。宮廷人,貴族たちだけでなく市民層まで

が楽譜を手に入れ気軽に音楽を楽しんでいた。また当

時のイギリス演劇は音楽劇的な性格を持っていて,

Shakespeareも 音楽を効果的に取 り入れ,劇 的な要素

を高めた。彼は作曲までするほどだったので音楽理論

にはかなり精通していたと考えられ,伴奏音楽に限ら

ず音楽の多種多様性を活かしたことば遊びを作 り出

し,音楽関連の術語によって意味の二重性をもって遊

んだ。

話の本筋に戻して最初の場面 (■ Go y.I.五 .79-

98)では彼女のメイドの Luciteが Proteusか らの手紙

を差 し出すことから始まる。Juliaは それを読 もうと

いう彼女の強い要望 を抑え,そ れから次々と出る

wordplayの 中に彼女の押 し殺 した感情に対 してのは

け口をあたえる。これは実際に音楽に関しての Shake―

speareの 細かい技術的知識を例証 している。同様の出

来事がこの劇の第Ⅳ幕五場においても起こる。それは

小姓に変装 した Juliaが ,PrOteusが Sylviaに 求婚 し

ているというのを聞く場面である。このような例は 2

重の意味を伴ってかれらの真意を取 り出す後の劇にお

いての登場人物の心を反映している。習作の頃におい

てはその場かぎりの効果で終わるが,後の作品 Rθ
“
ιθ

&J“′J`r(Ⅳ .v.102-38)では音楽が 1場面にのみ影

響するだけではなく作品全体をとらえたものとなる。

Final relmarks

以上 動θ罰〃θ Gι″Jι
“
ικげ ″″4α を音韻論,意味

論,形態論,表現法という4つ の観点から観てきた。

wordplay全 てを一つ一つここで論 じることは出来

ず,ほ んの数場面を取り上げて観察しただけである。

けれども■ G.ソ。の wOrdplayの 特徴と,こ の作品で

見られる遊びが彼の作品にどう発展するかを明らかに

することはできたと考える。複雑な解釈がなく,語の

連想が活発なために生ずることば遊びは,初期の作品

において著しい。音,意味,形態,表現それぞれの遊

び (game)は 観客の心をとらえ,そ のことばは当時

の質素だった舞台美術や音響などの設備を装飾したと

言える。■ G.y.は決して傑作と言えるものではない

けれども,shakespeareの 初期喜濠1において主な構造

的特徴を示しており,発展した後の作品を暗示してい

るものとして考えられる。

後期の作品にみられるような芸術的に完成度の高い

wordplay,つ まり後期の最高傑作 King Lcarの 中で ,
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Work Citeddramatic ironyを 形成したり,悲劇的な状況の中に話
Joseph,Sister Mi五 am,co so c.SんαたιΨθα″'S跳`げ

肋
`Arrsげ者の精神の平衡を保たせたりしているような遊びが ,

動 れg“αg`, Colurlbia University Press, New York, 1947;
成長した Shakespeareを 確信させるものであろう。今

rpt. 1949。

後は今回取 り上げた作品以外の early comediesも 弓|き    Mah。。d,Mo MoS力 αたsρ
`α
″'sフ陶′ψ Jαッ。Methuen&Coo Ltd.

続き分析し,(れ g Lιαrに至るまでの初期喜劇の中で    1957;rpt。 2001.

MCQuain,Jeffrey and Malless,Stanlcyo Cθ jttθグ″ sんαルーの単なる遊びから始まり技巧的になるまでの変化を観
1勁ηιαr`.ヽ 4ettriam― Webster 1998。ていきたいと′思う。
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